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CERAFLOUR 1002

CERAFLOUR 1002
水系、溶剤系、無溶剤系、UV系の再生可能な原料をベースとしたワックス状の性質を持つ生分解
性・微粉化ポリマーで、高い透明性を維持しながらツヤ消し、表面保護性を向上させます。
ソフトな感触効果とわずかにテクスチャーのある表面を作り出します。

製品データ

組成
微粉化、修飾生体高分子

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.25 g/cm³
融点: 175 °C
粒径分布 
(レーザー回折、体積分布): D50: 6 µm, D90: 31 µm
形状: 微粉末
全有機炭素含有量に占めるバイオ再生可
能炭素(BRC)の割合 
(ASTM D6866-20 法 B (AMS)): > 97 %

貯蔵および輸送
温度の影響を受けやすい製品です。保管および輸送は50℃以下で行って下さい。CERAFLOUR 1002は易生分解性で
あるため、湿った環境で開放容器に保存すると、微生物の侵入に敏感です。

適用分野

塗料

特長
CERAFLOUR 1002は耐スリキズ性を高め、ソフトな感触効果を生み出します。本添加剤は、特に放射線硬化性系にお
いてツヤ消し効果を有し、非常に透明なコーティングを生成します。
CERAFLOUR 1002は、その粒度分布のおかげで、わずかにテクスチャー加工された表面の生成を容易にします。
粘度、表面滑りに影響せず、泡安定化を起こしません。CERAFLOUR 1002は易生分解性であり、>97%の再生可能な原
料から構成されます。

VOCフリー (< 1500 ppm)
BRC 含有量: > 97 %
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CERAFLOUR 1002

推奨用途
本添加剤は、水系、溶媒系、無溶媒系、およびUV系に推奨されます。

木工および家具用塗料 X

一般工業用塗料 X

床用塗料 y

建築用塗料 Y

■ 最適     □ 適

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、1-10 % 
 
上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
低いせん断力で攪拌しながら本添加剤を後添加するのが好ましいです。
直ちに処理しないCERAFLOUR 1002の水性スラリーは、微生物の侵入を防ぐために適切な防腐剤を添加し
なければなりません。

印刷インキ

特長
CERAFLOUR 1002 は、高い透明性を同時に確保しながら、水性および溶媒性印刷インキ、オーバープリント
ワニス、および放射線硬化性システムの光沢値を減少させます。本添加剤は、優れたソフト感触効果を発揮
し、高用量で使用される場合、滑り防止特性も付与することができます。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、1-5 % 
 
上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
中程度のせん断力で攪拌しながら本添加剤を印刷インキまたはオーバープリントワニスに後添加するのが
好ましいです。
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